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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面にトナー像を形成する感光体と、
　前記感光体に対向する位置に配置され、前記感光体との間に転写電流を流す１次転写ロ
ーラと、
　前記感光体と前記１次転写ローラとに挟まれた位置に配置され、前記感光体表面に形成
されたトナー像が前記１次転写ローラと前記感光体との間に流れる電流により転写される
中間転写ベルトと、
　透明色に対する感光体と１次転写ローラによるニップ幅を第１のニップ幅と第２のニッ
プ幅とに可変する偏芯部材と、を有し、
　前記感光体と前記１次転写ローラと、をイエロ、マゼンタ、シアン、ブラック、透明の
各色のトナーそれぞれに対して有し、
　前記第１のニップ幅は、前記透明色以外の色のトナーに対する感光体と１次転写ローラ
によるニップ幅と同じ値であり、
　前記第２のニップ幅は、前記透明色以外の色のトナーに対する感光体と１次転写ローラ
によるニップ幅より小さい値であり、
　前記透明色のトナーに対する１次転写ローラの電気抵抗値が前記透明色以外の色のトナ
ーに対する１次転写ローラの電気抵抗値より大きいことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記透明色のトナーに対する１次転写ローラの電気抵抗率は、前記透明色以外の色のト
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ナーに対する１次転写ローラの電気抵抗率の３倍であることを特徴とする請求項１に記載
の画像形成装置。
【請求項３】
　前記第２のニップ幅は、前記透明色以外の色トナーに対する感光体と１次転写ローラの
ニップ幅の１／３倍であることを特徴とする請求項１または２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記透明色のトナーに対する１次転写ローラのローラ径は、前記透明色以外の色トナー
に対する１次転写ローラのローラ径の３倍であることを特徴とする請求項１または２に記
載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記透明色のトナーに対する１次転写ローラの体積抵抗率は、前記透明色以外の色トナ
ーに対する１次転写ローラの体積抵抗率の３倍であることを特徴とする請求項１または２
に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子写真方式により画像形成を行う画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　イエロ（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｋ）の４色のトナーを用い
た画像形成装置では、通常、この４色のトナーを重ねることにより、いろいろな色を表現
している。このため、記録紙上において、画像部分、つまり、トナーが付着した部分の画
像の色、光沢度を決めているのは、トナーの光学的特性である。一方、記録紙上において
、非画像部分、つまり、トナーが付着していない部分の色、光沢度を決めているのは、記
録材である記録紙自体の光学的特性である。このため、画像部分と非画像部分、つまり、
トナーが付着した部分とトナーが付着していない部分では、光沢度の差が目立つという課
題があった。
【０００３】
　また、光沢度は、画像表面の凹凸には関係しており、一般的に凹凸が大きいほど光沢度
が下がる傾向がある。このため、従来の画像形成装置では光沢度の高い画像の作成は困難
であった。このため、これらの課題を解決するために、非画像部分に透明トナーに付着さ
せることにより、非画像部分の光沢度を下げ、非画像部分と画像部分の光沢度の差をなく
す方法が提案されている。例えば、特許文献１（特開２０００－１４７８６３号公報）で
は、光沢度の高い画像を作成するために、透明トナーを用い、ＹＭＣＫのトナーによって
形成された画像部表面の凹凸から生じる光沢度の不均一性をなくし、光沢度の低下を防ぐ
画像形成装置が提案されている。
【０００４】
　これらの作像方法では、高光沢、均一な光沢を得るために、トナーによる凹凸をなくす
。このために、非画像部分には、最大でＹＭＣＫの４色すべてのトナーが重ねて作像する
部分と同じ高さだけの透明トナーを付着させなくてはならないという課題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　電子写真方式による画像形成装置には、像担持体である感光体から記録紙に直接トナー
像を重ねていくのではなく、ベルト状の像担持体である中間転写ベルトを使用し、この中
間転写ベルト上に、各色それぞれの感光体から１色ずつトナーを転写することによりトナ
ーを重ね、トナー像を作り、その後に、この中間転写ベルト上に作像されたトナー像を記
録紙に転写する方式を用いるものがある。つまり、この方式には、感光体から中間転写ベ
ルトにトナー像を転写する１次転写部と、中間転写ベルトから記録紙にトナー像を転写す
る２次転写部とがある。
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【０００６】
　この中間転写ベルトを使用する方式では、各色の１次転写部は感光体と１次転写ローラ
とより構成されており、中間転写ベルトはこの感光体と１次転写ローラにより挟まれてい
る。そして、１次転写ローラと感光体との間に転写電流を流すことにより、感光体上に形
成されているトナー像を感光体から中間転写ベルトに転写する。このとき、１次転写ロー
ラの長手方向における印字密度が高い場合と低い場合では、最適な転写電流に差が出てく
る。
【０００７】
　１次転写部において、転写電流は、トナーが付着した部分（画像部分）とトナーが付着
していない部分（非画像部分）の両方に流れる。このとき、一般的に、トナーが付着した
部分の方が、トナーが付着していない部分よりトナーの付着している分だけ電気抵抗が高
くなることから、転写電流はトナーが付着していない部分に流れ込みやすい。よって、印
字密度が低い場合は、トナーが付着していない部分が多いため、多くの電流が、トナーが
付着していない部分に流れ込むことになってしまう。このため、トナーが付着した部分に
最適な電流を与えるには１次転写電流を高く設定しなければならなくなる。逆に、印字密
度が高い場合は、トナーが付着していない部分が少ないので、トナーが付着していない部
分に流れ込む電流は少なくなる。このときは、１次転写電流を低く設定しなければならな
い。
【０００８】
　しかし、通常、１次転写部において、印字密度に応じて転写電流を変えることは出来な
い。このため、印字密度の高い画像と低い画像の両方に対し、安定して転写を行える転写
電流を設定しなければならない。
【０００９】
　例えば、特許文献１により提案された画像形成装置のように、光沢差のない高光沢な画
像を得るためには、透明トナーを転写する１次転写部では、ＹＭＣＫトナー４色すべてを
重ねることで作像されるトナー像と同じ高さになるように透明トナーを付着しなければな
らない部分がでてくる。つまり、４色分のトナー量を一度に付着させなくてはならない部
分が生じる。このとき、トナーが付着した部分とトナーが付着していない部分の電気抵抗
の差はトナーの付着量が増えた分だけ大きくなる。よって、トナーが付着していない部分
に流れ込む電流は多くなり、その結果、印字密度の高い画像と低い画像の両方に対して、
安定して転写を行える転写電流を設定することがより困難になる。
【００１０】
　しかしながら、特許文献１では、この転写電流の設定については、具体的な説明の記載
がない。
【００１１】
　そこで本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、印字密度によらず、光沢度の高
い画像を形成する画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するため、本発明における画像形成装置は、表面にトナー像を形成する
感光体と、前記感光体に対向する位置に配置され、前記感光体との間に転写電流を流す１
次転写ローラと、前記感光体と前記１次転写ローラとに挟まれた位置に配置され、前記感
光体表面に形成されたトナー像が前記１次転写ローラと前記感光体との間に流れる電流に
より転写される中間転写ベルトと、透明色に対する感光体と１次転写ローラによるニップ
幅を第１のニップ幅と第２のニップ幅とに可変する偏芯部材と、を有し、前記感光体と前
記１次転写ローラと、をイエロ、マゼンタ、シアン、ブラック、透明の各色のトナーそれ
ぞれに対して有し、前記第１のニップ幅は、前記透明色以外の色のトナーに対する感光体
と１次転写ローラによるニップ幅と同じ値であり、前記第２のニップ幅は、前記透明色以
外の色のトナーに対する感光体と１次転写ローラによるニップ幅より小さい値であり、前
記透明色のトナーに対する１次転写ローラの電気抵抗値が前記透明色以外の色のトナーに
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対する１次転写ローラの電気抵抗値より大きいことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明により、印字密度によらず、光沢度の高い画像を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態に係る画像形成装置の全体の構成概略図である。
【図２】記録紙上のトナーの様子を説明する図である。
【図３】記録紙上のトナーの様子を説明する図である。
【図４】転写電流の流れる様子を説明する図である。
【図５】転写電流の流れる様子を説明する図である。
【図６】印字密度と転写電流と転写効率の関係を示す図である。
【図７】印字密度と転写電流と電圧の関係を示す図である。
【図８】印字密度と転写電流と電圧の関係を示す図である。
【図９】印字密度の違いによる転写電流を説明するための回路図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る画像形成装置の第１転写部の構成を示す図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る画像形成装置の第１転写部の構成を示す図である。
【図１２】本発明の実施形態に係る画像形成装置の第１転写部の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　次に、発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施形態に係る画像形成装置の全体の構成概略図である。まず、図１
を用いて、画像形成装置の主要部である画像形成部と転写部の構成と動作について説明を
行う。画像形成部、及び１次転写部は、帯電器１０a～１０e、露光器１１a～１１e、現像
器１２a～１２e、除電器１３a～１３e、クリーナー１４a～１４e、感光体１５a～１５e、
１次転写ローラ１６a～１６e、ベルト状の像担持体である中間転写ベルト１００から構成
されている。図１に示すように、帯電器１０、露光器１１、現像機１２、除電器１３、ク
リーナー１４、感光体１５、１次転写ローラ１６は、４色のトナーと透明トナーそれぞれ
に用意されている。
【００１７】
　感光体１５a～１５eは、図示の方向に回転を行う。また、中間転写ベルト１００は、ロ
ーラ３０、３１によって張架され、感光体１５a～１５eと接触している。各画像形成部は
、中間転写ベルト１００と接している点から感光体１５の回転方向に対し、感光体１５a
～１５eの周りに、除電器１３a～１３e、クリーナー１４a～１４e、帯電器１０a～１０e
、露光器１１a～１１e、現像機１２a～１２eの順に配置されている。１次転写ローラ１６
a～１６eは、感光体１５a～１５eと中間転写ベルト１００が接している領域の裏側から押
し付けて配置する。また、本実施形態では、ベルトを駆動するローラはローラ３０であり
、このローラ３０によって中間転写ベルト１００は、矢印の方向に移動を行う。
【００１８】
　次に、画像形成方法、及び１次転写方法について説明を行う。感光体１５は帯電器１１
により、帯電させられる。その後、スキャナやパーソナルコンピュータ（ＰＣ）などから
の画像データに基づいて、露光器１１から、レーザービームを照射することによって、帯
電している感光体１５上に静電潜像を生成する。その後、現像機１２で帯電したトナーを
感光体１５上に現像を行う。
【００１９】
　感光体１５上に形成されたトナー像は、１次転写ローラ１６に、定電流、又は定電圧に
より制御された電流、又は電圧による転写電界を印加することによって、中間転写ベルト
１００上に転写される。中間転写ベルト１００上にトナー像を転写した後、感光体１５は
、感光体１５上に残っている余電荷を除電器１３によって取り除き、クリーナー１４によ



(5) JP 5482019 B2 2014.4.23

10

20

30

40

50

って感光体１５上に残っているトナーを除去し、帯電器１０に戻るプロセスを繰り返す。
【００２０】
　図１の実施形態では、シアン、マゼンタ、イエロ、ブラック、透明トナーの各５色に対
し、それぞれ画像形成部を配置し、感光体１５aで形成されたトナー像を中間転写ベルト
１００上に１次転写を行った後、中間転写ベルト１００は、感光体１５bに移動し、感光
体１０aで転写したトナー像の上に、感光体１５bで形成されたトナー像の転写を行う。以
下、順に感光体１５c、１５ｄ、１５eとトナー像を重ねて転写を行う。
【００２１】
　中間転写ベルト１００上に転写されたトナー像は、中間転写ベルト１００を保持する２
次対向ローラ１０３と２次転写ローラ１０２で形成される２次転写部においてレジストロ
ーラ２２、２３によって搬送された転写材である記録紙１０４に転写される。２次転写部
では、２次転写ローラ１０２に電流を印加して、その転写電流が、２次対向ローラ１０３
に流れこむことにより、中間転写ベルト１００上のトナーを記録紙１０４に転写すること
ができる。
【００２２】
　本実施形態において、ＹＭＣＫの４色に対し、それらの上流に透明トナーを配置する。
つまり、中間転写ベルト１００に、透明トナーが転写された後に、ＹＣＭＫの４色のトナ
ーが転写される。
【００２３】
　ＹＭＣＫの４色のみで画像形成し、印刷を行う場合、図２に示すように画像の色に応じ
て画像表面の高さが不均一になり光沢差を生じる。また、光沢度も低くなる。そこで、画
像品質のより向上のため高光沢、均一な光沢に対するニーズが高まっており、これらのニ
ーズにこたえるために透明トナーを用いる作像方式が提案されている。
【００２４】
　一般に画像の光沢は画像表面の凹凸状態と相関があり、画像表面の凹凸が大きいほど光
沢差が生じ、また、光沢度そのものも低くなる。そのため、図３に示すように透明トナー
を画像の色によらず画像表面の高さを一様にするように作像することにより、画像表面の
凹凸をなくす。図３に画像表面の高さを一様に作像したときのものを示す。なお、ここで
は一般的に実用性の高いＹＭＣの３色を例に挙げている。また、本実施例についてもこの
ＹＭＣの３色を例に挙げて説明する。この図３に示すようにすることにより、光沢均一性
の確保でき、光沢度の高い画像を実現することできる。しかしながら、このとき、図３が
示すように、ＹＭＣ３色を合わせた高さに対応する量の透明トナーを一度に感光体ドラム
から中間転写ベルトに転写を行う必要がある。
【００２５】
　１次転写において印字密度が低い場合は、図４に示すように、抵抗の低いトナーが付着
していない部分に多く電流が流れるため、トナーが付着した部分に最適な電流を与えるた
めには、１次転写電流を多めに流す必要がある。逆に、図５に示すように印字密度が高い
領域においては、抵抗の低いトナーが付着していない部分が少ないため、与えられた１次
転写電流は、ほぼすべてトナーを転写するために使われる。このため、１次転写電流を多
めに流す必要がない。
【００２６】
　しかしながら、通常、１次転写部において転写電流を印字密度によって可変することは
できない。このため、図６のように印字密度の高い領域から低い領域まで安定して転写で
きる転写電流の値を設定しなければならない。
【００２７】
　上述のように、有色トナーＹＭＣ３色分を合わせた付着量の高さに対応した付着量の透
明トナーを一気に１次転写しなければならない場合、トナー層の厚さが単色の場合の３倍
になるため、トナーの電気抵抗も３倍になる。このため、印字密度が低い場合にトナー層
が付着した部分とトナー層が付着していない部分の電気抵抗の差は、１色を作像するとき
と比べて大きくなる。よって、トナー層が付着していない部分に流れる電流がさらに多く
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なり、トナー層に適切な電流を与えるには１次転写電流をさらに多くの電流を流さなけれ
ばならなくなる。その結果、印字密度の低い場合の適切な１次転写電流と印字密度が高い
場合の適切な１次転写電流の共通領域が狭くなる可能性があり、１次転写不良を起こす可
能性が大きくなる。そして、印刷画像全体にわたって表面の凹凸のない高光沢、均一光沢
を実現することが出来なくなる。
【００２８】
　そこで、本発明では、透明トナーを感光体から中間転写ベルトに転写を行う１次転写部
において、１次転写ローラの電気抵抗を他の有色トナーの１次転写部における１次転写ロ
ーラの電気抵抗よりも高くするようにする。このようにすることにより、トナー層がない
部分と透明トナーが３色分付着している部分との抵抗差を小さくすることができる。その
結果、印字密度の低い部分と印字密度の高い部分の両方を満足する適切な１次転写電流を
得ることができるようになる。また、このため、印字密度の違いによる画質不良を防ぐこ
とができるようになる。
【００２９】
　１次転写部の電流－電圧特性（Ｉ－Ｖ特性）は、図７に示すように、印字密度によって
異なる。上記においても説明したように、印字密度が高い場合は、与えた転写電流のほと
んどがトナーを転写することに使われるため、転写に必要な電圧を得るのに必要な電流値
は低くなる。逆に、印字密度が低い場合は、トナーが付着していない部分に与えた転写電
流の多くが流れ込むため、トナーを転写するのに必要な電圧を得るのに必要な転写電流は
高くなる。
【００３０】
　上記で説明したように、ＹＭＣ３色と同じ付着量の透明トナーを一気に転写させようと
すると、トナーの抵抗値が高くなるため、印字密度が低い場合にトナーが付着していない
部分に流れ込む電流が多くなる。このため、結果として、図８に示すように、印字密度の
違いによる転写電流の差も大きくなる。
【００３１】
　図９に印字密度の違いによる転写電流を計算するための回路図を示す。図９の回路図と
オームの法則から電圧と電流に下記の関係があることがわかる。
　　　　　　　Ｖ＝Ｉ／（１／（Ｒ１+Ｒ２）＋１／Ｒ３）　　　（１）
ここで、Ｒ１はトナー部分の抵抗値、Ｒ２は中間転写ベルトのうちトナーが付着している
部分と接する部分の１次転写ローラの抵抗値、Ｒ３は中間転写ベルトのうちトナーが付着
していない部分と接する部分の１次転写ローラの抵抗値を示している。つまり、１次転写
ベルトを二つの部分にわけ、１次転写ベルト全体の抵抗値をＲｒとすると、Ｒｒ＝１／（
１／Ｒ２＋１／Ｒ３）の関係が成り立つ。Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３それぞれを、印字密度が１０
０％であるときのトナーの抵抗値Ｒｔ、１次転写ローラの抵抗値Ｒｒを用いて表す下記の
ようになる。（ｘは印字密度（％）を表す。）
　　　　　　　Ｒ１＝（１００／ｘ）Ｒｔ　　　　　　　　　　　（２）
　　　　　　　Ｒ２＝（１００／ｘ）Ｒｒ　　　　　　　　　　　（３）
　　　　　　　Ｒ３＝（１００／（１００－ｘ））Ｒｒ　　　　　（４）
このＲ１、Ｒ２、Ｒ３を式（１）に代入すると下記の式が得られる。
　　Ｖ＝｛１００Ｒｒ(Ｒｒ＋Ｒｔ)／（１００Ｒｒ＋（１００－ｘ）（Ｒｒ＋Ｒｔ））｝
Ｉ　　（５）
【００３２】
　式（５）から印字密度１００％の時と印字密度ｘ％の時の電流値を求めると下記の式が
得られる。
　　Ｖ＝（Ｒｒ＋Ｒｔ）I100 　　　（６）
　　Ｖ＝｛１００Ｒｒ(Ｒｒ＋Ｒｔ)／（１００Ｒｒ＋（１００－ｘ）（Ｒｒ＋Ｒｔ））｝
Ix　　（７）
ここで、I100、Ixは、それぞれ印字密度１００％とｘ％の時の電流値である。
【００３３】



(7) JP 5482019 B2 2014.4.23

10

20

30

40

50

　式（６）、（７）から、図７、８のように、同じ電圧値の時、転写電流にどれくらいの
差がつくのかを計算をすると下記のようになる。
　　　　　　　Ix－I100＝（（１００－ｘ）／１００）（Ｒｔ／Ｒｒ）I100　　（８）
【００３４】
　式（８）から電流値の差がトナー抵抗値Ｒｔと１次転写ローラの抵抗値Ｒｒの比に比例
していることがわかる。例えば、１色の付着量を１００％としたときに、２５０％から３
００％の付着量で透明トナーを作像した場合、トナーの層の厚さは２．５～３倍になる。
このため、トナーの抵抗値Ｒｔは、２．５～３倍になる。その結果、印字密度の違いによ
る電流値の差は、２．５倍から３倍まで広がることになる。
【００３５】
　印字密度によらず、安定して１次転写を行うには印字密度による電流値の差を１色分の
トナーを付着させるときと同程度にする必要がある。そこで、１次転写ローラの抵抗値Ｒ
ｒを３倍にすることにする。このようにすることにより、トナーの抵抗値の増加分を打ち
消して、１色のときと同程度の電流値の差にすることできる。その結果、印字密度の低い
部分と印字密度の高い部分の両方を満足する適切な１次転写電流を得ることができるよう
になる。また、このため、印字密度の違いによる画質不良を防ぐことができるようになる
。
【００３６】
　上記から、トナーの抵抗値が増加した分を打ち消すように、１次転写ローラの抵抗値を
増加すればよいことがわかる。１次転写ローラの抵抗値は下記の式で表される。
　　　　　Ｒｒ＝（ｄｒ／（ｌｒ・ｍｒ））ρr              （９）
ここで、ｄｒ、ｌｒ、ｍｒ、ρrは、それぞれ、１次転写ローラの厚さ、１次転写ローラ
の長手方向の長さ、１次転写ローラと感光体ドラムで形成されるニップ幅、１次転写ロー
ラの体積抵抗率を表す。
【００３７】
　式（９）から、ニップ幅ｍｒを１色分のトナーを付着させるときの場合の１／３倍にす
れば、Ｒｒが３倍になることがわかる。そこで、トナーの抵抗値の増加分である約３倍を
打ち消すために、ニップ幅ｍｒを単色の場合の１／３倍にする。この変更は、ニップ幅の
変更だけであるため、ローラの材質、ローラの形状の変更を行わないで済み、容易である
。このようにすることにより、印字密度の低い部分と印字密度の高い部分の両方を満足す
る適切な１次転写電流を得ることができるようになる。また、このため、印字密度の違い
による画質不良を防ぐことができるようになる。
【００３８】
　また、式（９）から、１次転写ローラのローラ径ｄｒを１色分のトナーを付着させると
きの場合の３倍にすれば、Ｒｒが３倍になることがわかる。そこで、トナーの抵抗値の増
加分である約３倍を打ち消すために、１次転写ローラのローラ径ｄｒを単色の場合の３倍
にする。この変更は、ローラ径の変更だけであるため、ローラの材質の変更を行わないで
済み、容易である。このようにすることにより、印字密度の低い部分と印字密度の高い部
分の両方を満足する適切な１次転写電流を得ることができるようになる。また、このため
、印字密度の違いによる画質不良を防ぐことができるようになる。
【００３９】
　また、式（９）から、１次転写ローラの体積抵抗率ρrを１色分のトナーを付着させる
ときの場合の３倍にすれば、Ｒｒが３倍になることがわかる。そこで、トナーの抵抗値の
増加分である約３倍を打ち消すために、１次転写ローラの体積抵抗率ρrを単色の場合の
３倍にする。この変更は、ローラの材質を変更するが、ローラの形状、及び1次転写部の
構成は変更しなくて済むため、容易である。このようにすることにより、印字密度の低い
部分と印字密度の高い部分の両方を満足する適切な１次転写電流を得ることができるよう
になる。また、このため、印字密度の違いによる画質不良を防ぐことができるようになる
。
【００４０】
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　なお、その他の例について説明する。例えば、透明トナーを使用法として、上述した高
光沢、均一光沢を目的とした使用法のほかに、透明トナーを用いた透かしのような使い方
をすることもある。透かしのような使い方を行う場合、透明トナーを３色分も作像する必
要はなく、他の色と同じ付着量を作像すれば良い。そのため、１次転写ローラの抵抗値を
高くする必要が無い。そこで、図１０に示すように、透明トナーを感光体から中間転写ベ
ルトに転写を行う１次転写ローラのシャフト部分に偏芯のカム４０をつけ、この偏芯カム
４０を回転することにより、ニップ幅の変更することを可能にする。そして、この偏芯カ
ム４０を回転することにより、高光沢の画像を形成する時は、１次転写のニップ幅を他の
色におけるニップ幅の１／３倍にし、透明トナーを用いて透かしの画像を作成するときは
、ニップ幅を他の色と同じなるようにニップ幅を切り替えられるようにことにする。この
ようにすることにより、使用目的が変更したときにも、適切な１次転写電流を得ることが
できるようになる。また、このため、安定した画像を形成することが可能になる。なお、
ここでは、ニップ幅の変更を行うのに偏芯カム４０を使用したが、これに限定せず、その
他の偏芯部材を使用してもよい。
【００４１】
　その他の例について説明する。例えば、透明トナーの転写部において、透明トナーの現
像装置の代わりに、特色トナー、又は磁気トナーの現像装置を差し替えできるような構成
で画像形成を行うような使い方ができる画像形成装置もある。また、特色トナーとは、特
殊な色のトナーであり、コーポレートカラーのトナーのようなものである。なお、コーポ
レートカラーとは、例えば、企業のロゴを印字するときに使用されている色のことをいう
。このような画像形成装置においても、特色、又は磁気トナーを用いた画像形成を行う場
合は、透明トナーを３色分も作像する必要はなく、他の色と同じ付着量を作像すれば良い
。そのため、1次転写ローラの抵抗値を高くする必要が無い。そこで、このような画像形
成装置においても、図１０のように透明トナーを感光体から中間転写ベルトに転写を行う
１次転写ローラのシャフト部分に偏芯のカム４０をつけ、この偏芯カム４０を回転するこ
とにより、ニップ幅の変更することを可能にする。そして、この偏芯カム４０を回転する
ことにより、高光沢の画像を形成する時は、１次転写のニップ幅を他の色におけるニップ
幅の１／３倍にして、特色又は磁気トナーを使用する時は、ニップ幅を他の色と同じにす
るようにニップ幅を切り替えられるようにする。このような構成にすることにより、使用
目的が変更したときにも、適切な１次転写電流を得ることができるようになる。また、こ
のため、安定した画像を形成することが可能になる。
【００４２】
　その他の例について説明する。例えば、また、透明トナーを用いた透かしのような使い
方をすることができる画像形成装置において、図１１に示すように、透明トナーを感光体
から中間転写ベルトに転写を行う１次転写ローラを、ローラ径を他の色における１次転写
ローラのローラ径の３倍にした１次転写ローラ４１と他の色と同じローラ径の１次転写ロ
ーラ１６ａの２本のローラを切り替えられるようにしておき、高光沢の画像を形成する時
は、1次転写ローラのローラ径が他の色における１次転写ローラのローラ径の３倍の１次
転写ローラを使用し、透明トナーを用いて透かしの画像を作成するときは、他の色と同じ
ローラ径の１次転写ローラを使用することにする。このようにすることにより、使用目的
が変更したときにも、適切な１次転写電流を得ることができるようになる。また、このた
め、安定した画像を形成することが可能になる。
【００４３】
　その他の例について説明する。例えば、透明トナーの転写部において、透明トナーの現
像装置の代わりに、特色トナー、又は磁気トナーの現像装置を差し替えできるような構成
で画像形成を行うような使い方ができる画像形成装置もある。このような画像形成装置に
おいて、図１１に示すように、透明トナーを感光体から中間転写ベルトに転写を行う１次
転写ローラのローラ径を他の色における１次転写ローラのローラ径の３倍にした１次転写
ローラ４１と他の色と同じローラ径の１次転写ローラ１６ａの２本のローラを切り替えら
れるようにしておき、高光沢の画像を形成する時は、１次転写ローラのローラ径が他の色
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における１次転写ローラのローラ径の３倍の１次転写ローラを使用し、特色又は磁気トナ
ーを使用する時は、他の色と同じローラ径の１次転写ローラを使用することにする。この
ようにすることにより、使用目的が変更したときにも、適切な１次転写電流を得ることが
できるようになる。また、このため、安定した画像を形成することが可能になる。
【００４４】
　また、透明トナーを用いた透かしのような使い方をすることができる画像形成装置にお
いて、図１２に示すように、透明トナーを感光体から中間転写ベルトに転写を行う１次転
写ローラの体積抵抗率を他に色における１次転写ベルトの体積抵抗率の３倍にした１次転
写ローラ４２と他の色と同じ体積抵抗率の１次転写ローラ１６ａの２本のローラを切り替
えられるようにしておき、高光沢の画像を形成する時は、１次転写ローラの体積抵抗率が
他の色における１次転写ローラの体積抵抗率の３倍の１次転写ローラを使用し、透明トナ
ーを用いて透かしの画像を作成するときは、他の色と同じ体積抵抗率の１次転写ローラを
使用することにする。このようにすることにより、使用目的が変更したときにも、適切な
１次転写電流を得ることができるようになる。また、このため、安定した画像を形成する
ことが可能になる。
【００４５】
　また、例えば、透明トナーの転写部において、透明トナーの現像装置の代わりに、特色
トナー、又は磁気トナーの現像装置を差し替えできるような構成で画像形成を行うような
使い方ができる画像形成装置において、図１２に示すように、透明トナーを感光体から中
間転写ベルトに転写を行う１次転写ローラの体積抵抗率を他の色における１次転写ローラ
の体積抵抗率の３倍にした１次転写ローラ４２と他の色と同じ体積抵抗率の１次転写ロー
ラ１６ａの２本のローラを切り替えられるようにしておき、高光沢の画像を形成する時は
、１次転写ローラの体積抵抗率が他の色における１次転写ローラの３倍の１次転写ローラ
を使用し、特色又は磁気トナーを使用する時は、他の色と同じ体積抵抗率の１次転写ロー
ラを使用することにする。このようにすることにより、使用目的が変更したときにも、適
切な１次転写電流を得ることができるようになる。また、このため、安定した画像を形成
することが可能になる。
【００４６】
　以上、本発明の好適な実施の形態により本発明を説明した。ここでは特定の具体例を示
して本発明を説明したが、特許請求の範囲に定義された本発明の広範囲な趣旨および範囲
から逸脱することなく、これら具体例に様々な修正および変更が可能である。
【００４７】
　また、本発明における画像形成装置は、前記透明色のトナーに対する１次転写ローラの
電気抵抗率は、前記透明色以外の色のトナーに対する１次転写ローラの電気抵抗率の３倍
であるようにしても良い。なお、「電気抵抗率の３倍」としたのは、本実施例ではＹＭＣ
の３色を例に挙げて説明したためであり、例えば、Ｓ色（Ｓは正の整数）ならば「電気抵
抗率のＳ倍」となる。
【００４８】
　また、本発明における画像形成装置は、前記透明色のトナーに対する感光体と１次転写
ローラのニップ幅は、前記透明色以外の色トナーに対する感光体と１次転写ローラのニッ
プ幅の１／３倍であるようにしても良い。なお、「ニップ幅の１／３倍」としたのは、本
実施例ではＹＭＣの３色を例に挙げて説明したためであり、例えば、Ｓ色（Ｓは正の整数
）ならば「ニップ幅の１／Ｓ倍」となる。
【００４９】
　また、本発明における画像形成装置は、前記透明色のトナーに対する１次転写ローラの
ローラ径は、前記透明色以外の色トナーに対する１次転写ローラのローラ径の３倍である
ようにしても良い。なお、「ローラ径の３倍」としたのは、本実施例ではＹＭＣの３色を
例に挙げて説明したためであり、例えば、Ｓ色（Ｓは正の整数）ならば「ローラ径のＳ倍
」となる。
【００５０】
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　また、本発明における画像形成装置は、前記透明色のトナーに対する１次転写ローラの
体積抵抗率は、前記透明色以外の色トナーに対する１次転写ローラの体積抵抗率の３倍で
あるようにしても良い。なお、「体積抵抗率の３倍」としたのは、本実施例ではＹＭＣの
３色を例に挙げて説明したためであり、例えば、Ｓ色（Ｓは正の整数）ならば「体積抵抗
率のＳ倍」となる。
【００５１】
　また、本発明における画像形成装置は、前記透明色に対する感光体と１次転写ローラに
よるニップ幅を第１のニップ幅と第２のニップ幅とに可変する偏芯部材を有し、前記第１
のニップ幅は、前記透明色以外の色のトナーに対する感光体と１次転写ローラによるニッ
プ幅と同じ値であり、前記第２のニップ幅は、前記透明色以外の色のトナーに対する感光
体と１次転写ローラによるニップ幅の１／３倍の値であるようにしても良い。なお、「ニ
ップ幅の１／３倍」としたのは、本実施例ではＹＭＣの３色を例に挙げて説明したためで
あり、例えば、Ｓ色（Ｓは正の整数）ならば「ニップ幅の１／Ｓ倍」となる。
【００５２】
　また、本発明における画像形成装置は、前記透明色に対する１次転写ローラには、第１
の１次転写ローラと第２の１次転写ローラの２つの１次転写ローラがあり、前記第１の１
次転写ローラのローラ径は、前記透明色以外の色のトナーに対する１次転写ローラのロー
ラ径と同じ値であり、前記第２の１次転写ローラのローラ径は、前記透明色以外の色のト
ナーに対する１次転写ローラのローラ径の３倍の値であり、前記第１の１次転写ローラと
前記第２の１次転写ローラとを切り替える機構を有するようにしても良い。なお、「ロー
ラ径の３倍」としたのは、本実施例ではＹＭＣの３色を例に挙げて説明したためであり、
例えば、Ｓ色（Ｓは正の整数）ならば「ローラ径のＳ倍」となる。
【００５３】
　また、本発明における画像形成装置は、前記透明色に対する１次転写ローラには、第１
の１次転写ローラと第２の１次転写ローラの２つの１次転写ローラがあり、前記第１の１
次転写ローラのローラ径は、前記透明色以外の色のトナーに対する１次転写ローラのロー
ラ径と同じ値であり、前記第２の１次転写ローラのローラ径は、前記透明色以外の色のト
ナーに対する１次転写ローラのローラ径の３倍の値であり、前記第１の１次転写ローラと
前記第２の１次転写ローラとを切り替える機構を有するようにしても良い。なお、「ロー
ラ径の３倍」としたのは、本実施例ではＹＭＣの３色を例に挙げて説明したためであり、
例えば、Ｓ色（Ｓは正の整数）ならば「ローラ径のＳ倍」となる。
【００５４】
　また、本発明における画像形成装置は、透明トナーの現像装置の代わりに、特色トナー
、又は磁気トナーの現像装置を差し替えできるような構成である。
【符号の説明】
【００５５】
　１５ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ　　感光体
　１６ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ　　１次転写ローラ
　４０　　偏芯カム（偏芯部材）
　４１　　１次転写ローラ
　４２　　１次転写ローラ
　１００　　中間転写ベルト
【先行技術文献】
【特許文献】
【００５６】
【特許文献１】特開２０００－１４７８６３号公報
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